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はじめに 

 

独立行政法人家畜改良センター岡崎牧場では、能力の優れた卵用鶏を作り出すため、系

統造成を中心とした育種改良業務に取組んでいます。その一環として、凍結精液利用技術

やキメラ鶏作出技術の開発・実用化も手がけています。こうした技術開発の現状と成果を

取りまとめ、関係者の業務の実施、技術の向上に役立ててもらうことを主目的に、「鶏の繁

殖技術マニュアル」を作成しました。 

 

このマニュアルの作成者は、鶏の生殖器官の構造を手始めに、精子の神秘的な生命現象

や性決定のメカニズム等を学術的なクールなタッチで解説してくれています。読み進めて

いくうちに出てくるであろう素朴な疑問にも、脇道コラムで解説しています。脇道コラ

ムは、普段鶏に関わっている方も、全く鶏のことを知らない方も興味をもって読んで頂

けるような内容になっています。 

 

岡崎牧場で開発・実用化を手がけている技術に関しては、写真やイラストを多用して分

かりやすく説明しています。ひとつひとつの作業が写真によって説明されており、初心

者でもとてもイメージがしやすくなっています。また、これらの技術について、経験か

らしか分からない事が多く書かれており、実際に取り組もうとしたときに役立つ情報が

沢山あります。 

 

一般の養鶏農家の方々にとっては、このマニュアルで解説されている事項は、馴染みの

無い事項であったり、日常の鶏の飼育管理とは無縁の事項であるかもしれません。しかし、

このマニュアルを一読してもらうと、自ら飼育している鶏が、いかに神秘的な生き物であ

るか、また、能力の優れた鶏を作り出すためには、幅広い知識と技術に裏打ちされた弛ま

ぬ取り組みが必要となるかを理解していただけると思います。 

 

鶏の育種改良を進めるためには、鶏の育種に関する知識・技術をはじめ、鶏の繁殖のメ

カニズムや鶏飼育に関する総合的な技術の蓄積と活用が求められます。本書は、これから

繁殖技術を学ぼうとする方、学生の方、養鶏農家の方など、幅広い範囲の方々に活用し

て頂ける内容になっております。ぜひ多くの方に読んで頂き、日本の養鶏関係技術の更

なる発展に役立っていくことを期待しております。 

 

独立行政法人 家畜改良センター岡崎牧場 

場長 山本達雄  
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